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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態ですが、入荷してもポンプはつかない為、そちらは破棄せずにそのまま再利用するようにして下さい。また、先日、除菌電解水を分けて貰う事が出来たと連絡しましたが、そちらも在庫がなくなりました。
・2020年4月20日に予定していた春の会についてですが、
新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、
今回はやむなく中止することが決定しましたのでお知らせします。
※ご不明な点などありましたら、行事運営委員会へお問い合わせください。
・4月30日部署懇談会があります。

＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＜デイケア利用者様情報＞
・川村　亨様　　～昨日、無断でデイケアを欠席しており再三に渡り、自宅へ電話したが不在であった為状況を確認する。「すみません。いやぁあのー。電話しました？」と返答し欠席理由について言葉を濁している。今後も欠席する場合は必ず連絡するように伝えている。
・田向　玲美様　～本人より電話があり、母様に暴力的となった為父様が受診時に入院を希望したが、薬剤調整となったとの事。経緯を振り返ると、母様が悪い訳ではなく、八つ当たりであったと言う。暴力に至る事は良くない事を伝え「そうだよね。」と納得するが、話が2転3転しまとまりがない。相談事がある際は来所するように助言し、終話している。
・中村　与一郎様～スタッフへ運動療法は参加しないと話し掛けがある。体調を確認すると、父様の事を考えて眠れないことがあり疲労感があるとの事。昨日も就労を昼で早退したり、夜中に目が覚めて再入眠できなかったと言う。デイケアでは無理のないように参加するように伝えている。午後からのプログラムには意欲的に参加している。
＜デイナイトケア利用者様情報＞
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。今朝のバイタル測定時、BP158/117、再検でBP154/105と高値であり、体調を問うと「特に変わりない」と話していたとのこと。本日、来所時は表情穏やかであり口調も普段と変わりない様子。10時半の運動療法後に測定し、BP148/108と高値続いている。体調を問うと「ちょっと高い」と話すが不調は無い様子。15時バイタル測定し、BP137/100とDBP高値ではあるが不調は無いとのこと。各プログラムに参加することは出来ている。
・稲垣　ふき様　～　来所後より表情の硬さ見られており、ホールに着席すると、小声で独語を発している。スタッフが声をかけると、現在新型コロナウイルス予防対策として買い物外出が出来ていないことについて不満を話している。感染予防の重要性や買い物代行について改めて説明するも「上手く行かない」と話している。その後も、トイレ内のトイレットペーパーが無いことをスタッフへ伝える際に「1階から持ってこい」「早く」等と荒い口調で発言することあり、スタッフが指摘をしている。また、運動療法開始時には、腰痛があるため歩けないと話しウォーキングを欠席しようとしたり、ラジオ体操中も終始表情硬く小声で不満を発しながら運動を行っている。午後も表情の硬さは持続しているが、不満を発することはない。
・馬渡　武光様　～　ウォーキング開始時、スタッフへ近づき眩暈を訴えている。座って参加するよう促すが、その後座ることはなく運動に取り組んでいる。ウォーキング終了後、スタッフへ近づき再度眩暈を訴え、バイタル測定実施。BP117/60 P69と異常無いが、数値を見ると「普段は血圧130、140ある、今日は低い。脈も100超えてる。筋トレ休む。何も出来ない」と話している。普段の測定時と著変無いことを伝え、他症状があり辛いのであれば様子を見るよう伝えると、手を横に振りながらその場を去っており、その後は筋力トレーニングに普段同様に参加している。
＜ショートケア利用者様情報＞
特記事項なし
＜外来患者様情報＞

・田向　玲美様～最近の様子としては、家では両親と喧嘩することがあって、父にも「コロナで死ね」と暴言を吐いたりすることもあって、暴力も互いにあったようである。親からは入院するように言われている。幻聴が比較的多かったらしい。本人は入院はしたくないという。デイケアの方に出るという。デイケアではまた他利用者に迷惑がかかる可能性があるため、今回、処方は調整する。次回2週間後に状態変化なければ入院治療も検討していく事としている。

・鎌田　慶一郎様～最近の様子としては、食事摂取もできていて夜間の睡眠もとれている。身体面では、まだ手の痛みは訴えていることがある。それ以外では流涎は以前より治まってきたようである。プログラムは個別でやっていることが多く、他の利用者が普通のものをやっている時に風呂の掃除をしたりしていた。自主会では会計係に立候補して、月1回、利用者から集金する仕事であるという。接触性は良い感じでいる。
・中村　鶴子様～最近の様子としては、特に変わりはなかったようであるが、眼球上転になるそうな時が数回あった、と話している。５年程前はしばしばあった症状であるという。薬剤は現在のもので継続していく。仕事は順調に行えていたが、味噌餅を焦がして店にさせないと言われたことがあったという。その他は物忘れがあったことはまた話している。連ドラを見ようとして忘れて、さらにそれを録画するのも忘れていたという。
・山本　真智子様～最近の様子としては、先週体温が上がっているときがあって、37、5度程度であったという。今は治まっている。2週前に焼肉屋に行った際に吐いたことがあったが、それから胃が痛んでいることがあったようで以後は粥食にしていたという。仕事は、週2回で続けているが一回あたりは時間が少なくなっている。以前より負担は少なくなった。幻聴は生じることがあったが、自傷行為はなく過ごせている。
・小笠原　キワ様～BP：105/71　最近の調子としてはつかれがある、などと話す。食事や睡眠はまずまず。処方継続する。次回定期採血、貧血チェック。
・川村 享様～ＢＰ：95/62　ＢＷ：68.2kg大丈夫です、と笑顔。気になっていることはないという。引き続き経過観察。
・曽我 泰庸様～BP：120/66　変わりないです、と。断酒は継続できている。食事や睡眠とれている。処方継続。
・田名部　一樹様～とりあえず仕事はがんばってやっているという。遅刻や欠席はしていない。精神面では明らかな幻覚妄想の再燃なく落ちついている。処方継続する。
・櫻川　貞二様～本人は断酒を継続していると話す。気分的にも安定しているようである。処方継続。
